
  

資源管理が重要となってきたこの時代、手法の 1 つとして現在注目

を浴びている手法の 1 つが認証である。消費者に資源の持続可能性や

環境保護に配慮した製品かどうかを判断できるようにして、消費者の

選択によって持続可能な社会を目指す「エシカル消費」が実現できるよ

うにする上では欠かせない在り方の 1 つが認証であり、この認証に関

して日本語で本格的に様々な事例をまとめた事実上初めての本がこの

本である。 

 通常、色々な人によって 1章ずつ書かれた本というのは多様な観点・

事例を確認できる反面、往々にして個々の得意な部分だけを取り上げ

るちぐはぐなものになりがちだが、この本はそうしたことにならない

ような配慮もなされていて、認証について初めて学ぶ場合にも非常に

優れている。この理由には、通常は前書きや第 1章だけ集まった原稿を

基にして書く形式が多い中、この本は全体を貫くための予備知識とし

ての第 2章がきっちり作られているところに由来する。この本では第 1

章に認証の歴史が、第 2 章に認証の基本的な仕組みの説明がなされて

いて、第 3章から個別の事案について書かれているが、初めて読む際に

は第 1 章より先に第 2 章を読んだ上で第 1 章に戻ると、認証について

のイメージを以て歴史を見ることが出来る。 

 また、通常はこうした本だと成功例だけ取り上げるのが常であるが、

この本は認証の取得を諦めた事例など、より広範に認証について扱っ

ていて、優れているといえる。 

 

かつての仮想通貨ブームの中で投機を煽る本が多かった中、この本は一

線を画し、1つの仮想通貨に焦点を当て、その意義から将来可能性までコ

ンパクトに説明したシリーズの 1つ。本来、仮想通貨に関する概括的な説

明をする際にはどうしても先駆けであるビットコインや、その登場以前・

以後で仮想通貨の在り方が大きく変わったイーサリアムについての説明

を中心に据えざるを得ない場合が多く、このリップルに関しては派生の 1

つとして簡単に触れるに留まる可能性が高い。 

しかし、その後の発展可能性を考えるに、今のこの仕組みのまま社会を

変える可能性が高い 1つがこのリップルの持つネットワークであり、国際

送金・国内送金の仕組みを根本から変えるといわれている。 

銀行が採仮想通貨リップルの衝撃 Ripple が実現する"価値のインター

ネット用を減らす時代、その理由は 1つにはマイナス金利があるが、もう

1つには金融に対する外部からの技術革新であるフィンテックと言われて

いる。そのフィンテックの中で中核技術と言われているのがこの「分散型

台帳技術」（ブロックチェーン関連技術）と言われているが、ビットコイ

ンから先に学ぶ場合には往々にして途中で力尽きて読むのを諦めてしま

う人が非技術系・非情報系の人には多い。 

この本はそうした部分は最低限の説明にとどめ、国際送金等の中で銀行

が本格的に注目するリップル・ネットワークまで読み切れるような挿絵等

数多くの配慮がなされている。仮想通貨バブルが去った今こそ読む価値が

ある本と言えよう。 
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